
 

 

学校教育目標「かしこく・つよく・うつくしく生きる和小っ子を育てる。」 
 
 
 

 

 
 

令和６年度もいよいよカウントダウンの時期となりました。 

校長 千葉 良夫 

 

 令和６年度もいよいよカウントダウンの時期となりました。３月の登校日は、６年生は１２日、１年生から５年生

は１４日となりました。今、子供たちは１年間のまとめにしっかりと取り組んでいます。６年生は、６年間のまとめ

となり、１日１日を大切に、そして充実した時間になるようみんなで手を取り合って頑張っています。 

 １日入学での新入生と現１年生との交流活動、和小ソーラン・委員会活動の

引継ぎ、６年生を送る会の準備、６年生の校長室での昼食会等、この時期なら

ではの、活動が目白押しです。一つ一つの活動の目的と意味を理解させなが

ら、心身ともにより一層の成長のきっかけになるように取り組ませていきた 

いと考えております。 

 最終月となりますが、引き続き教育活動への御理解と御協力をお願いいたし

ます。 

 

どの子も子どもは星 

先日、石巻市少年センター運営協議会委員・少年補導員

合同研修会にて、石巻警察署生活安全課の方に演題を「子

どもたちを取り巻く現状について」として講演をしていただき

ました。左記の詩はその講演の中で紹介された詩です。この

詩は東井氏が５５年の教育生涯の中で最も大切にした教育

信条だったそうです。全ての子どもたちが、自分の光を放っ

ており、その光をしっかりと受け止めることが大切だと語って

いました。また、「街頭からネットへ」という言葉が印象的でし

た。３０年前は、街頭にたくさんの中学生・高校生の姿が見ら

れたが、現在は街頭で見掛ける姿は少なくなったということ

でした。簡単につながることができるネット世界へ子どもたち

が移行しているとのことでした。しかし、そのことで大きなトラ

ブルに巻き込まれることも増加傾向にあるとのことでした。 

宮城県警では、インターネット安全利用のアイコトバ「じょ

いふる」で啓発活動をしています。「『自撮り』しない送らな

い！」「夜はケータイ使わない！」「いじわる言わない書き込まない！」「フィルタリングで自分を守ろう！」「ルールを親子で話し合

おう！」です。御家庭においても、ルールの確認等を行っていただければと思います。よろしくお願いします。 

 

 

石巻市立和渕小学校 
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ポ  プ  ラ 
子供たちの健全な成長のため「はやね・はやおき・あさごはん」「徒歩・自転車通学」を励行しましょう。 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/school/20303200 

 

【新入生への学校紹介】 

どの子も子どもは星（抜粋） 

東井義雄 

みんなそれぞれがそれぞれの光をいただいて 

まばたきしている 

ぼくの光を見てくださいとまばだきしている 

わたしの光も見てくださいとまばたきしている 

光を見てやろう 

まばたきに 応えてやろう 

光をみてもらえないと子どもの星は光を消す 

まばたきをやめる 

まばたきをやめてしまおうとしはじめている星はないか 

光を消してしまおうとしている星はないか 

光を見てやろう 

 



令和７年度の教育課程について 

 ２月２８日のＰＴＡ全体会でも説明があったように、令和７年度の教育課程は以下の点について変更いたします。 

 ◯交通安全週間中の職員による「街頭指導」は行いません。 

 ◯夏休みに行っていた「サマースクール」「プール開放」は行いません。 

 ◯毎週水曜日は、昼清掃をなくし、昼休みを長くし外遊びの時間を確保します。 

◯学年ＰＴＡ行事は、行いません。６年生は、例年どおり卒業式用のコサージュの予算を確保しています。親子で作

る場合は、学年の活動に保護者が参加するスタイルとなります。 

 ◯これまでの学年委員長の主な役割は、学年ＰＴＡ行事の企画、運営でしたが、今後は、学年の保護者代表者とし

ての役割となります。 

 多くの学校で、校内研究というものを行っています。もちろん和渕小学校でも行っています。和渕小学校では、「確かな

学力を身に付け、自ら学び、高めあう児童の育成～活用する力を高める算数科の指導を通して～」をテーマに研究に取り

組んでいます。研究を通して、どの学年でも統一した授業スタイルを構築しました。それを「和渕式ハイブリッド授業」

と名付けております。どのような授業スタイルなのか簡単に説明します。４５分間の授業を前半と後半に分けます。前半

では、この時間に習得する基礎を一斉指導の中で学びます。後半では、学んだことを定着させるために個々に応じた学習

に取り組みます。解らない問題に出会ったときには「解らない。誰か教えて。」と言います。解る人は解らない人に教えに

行きます。教師は、子供同士の学びあいをコーディネートしていきます。 

 このような取り組みの成果があり、標準学力テストでは、どの学年においても全国平均を上回る結果となりました。 

   

   

 校内研究では、授業づくり以外にも様々な取り組みを行っています。 

アセス・・・学級内の人間関係を分析し、授業に組み込み学習効果を高めています。 

ふわふわタイム・・・友達の良さを認め、「ふわふわカード」で紹介し、自己有用感や自己肯定感を高めます。 

頭と心で考えよう・・・本当のことでも言っていいこと、よくないことがあることを考えてから言いましょう。 

ＩＣＴの活用・・・タブレットは文房具の１つとして日常的に活用していきます。 

   


